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  長野県のおいしい農畜産物の価値や魅力を県内外に情報発信し、その
認知度向上を図るため、県ではこれまでの「大使」４名に加え、県域で「公
使」５名、10広域では「名人」を新たに任命しました。
　名人には、地域において「おいしい信州ふーど(風土)」の生産や販売に
携わり、発信力のある方として、佐久地域では、農家レストラン「職人館」館
主 北沢正和氏以下10名（全県55名）を任命しました。今後、名人の皆さん
の御協力をいただきながら佐久地域の農畜産物の魅力を積極的に発信し
ていきます。

（写真を貼付）

　佐久地域に移住を考える方からのリクエストに応え、１月11日から１月13
日の３日間小海町と南相木村で「ほっこり・じっくり住民と過ごす冬の南佐
久地域移住体験ツアー」を行いました。
　首都圏等から10名（１家族、２夫婦、単独３人）が参加し、餅つきやワカサ
ギ釣り、繭玉づくりや「かあがり」を体験したり、先輩移住者宅で暖炉にあ
たりながら体験談や冬の暮らしをじっくり聞いたりしました。参加者からは、
佐久地域の冬の体験や地元住民との交流が好評でした。

　２月14日から15日にかけて佐久地域は大雪に見舞われ、軽井沢町で観
測史上最深値の99ｃｍを記録しました。
　上信越道や国道18号線、浅間サンラインなどの主要幹線道路が通行止
めとなり、多くの車両が滞留しました。軽井沢町と御代田町に災害救助法
が適用されるとともに、滞留車両の乗員の人命救助のため軽井沢町と佐
久市に自衛隊が派遣されました。佐久市馬坂・広川原地区が孤立したほ
か、建物の損壊、除雪中の転倒による負傷者の発生など佐久地域は大き
な被害となりました。
　特に農業被害は甚大で、パイプハウスの倒壊や野菜・花きの被害、生乳
破棄等により被害額は約24億円に上りました。　県では、緊急的に農業生
産施設の復旧及び施設の撤去等を進めるため、「農作物等災害緊急対策
事業」を拡充、市町村・生産者団体と連携し、被害農家の営農の継続を支
援しました。

　２月26日に、佐久地域の地域資源に付加価値を付けて“売れる商品づく
り”に取り組む企業が開発した製品の発表会を行いました。
　県産果実を使ったフルーツビネガー、信州サーモンを使った燻製、ナツメ
グミ、おにかけうどん、高麗人参蜂蜜、鯉のスープを発表し、商品のPRや
モニタリング調査を行いました。
　今回の調査結果を踏まえ、商品化に向けて更なる弾みがつきました。

（写真を貼付）

　国の「農林水産業・地域の活力創造プラン」に掲げられた、「今後10年間
で全農地面積の８割を『担い手』に集約」の目標を推進するため、「農地中
間管理事業」がスタートしました。本県でも長野県農業開発公社を「農地中
間管理機構」に指定し、今後、同機構が地域内の農地を借り受けて、法人
経営や企業等の担い手への農地集積・集約化を図ります。
　佐久管内でも市町村・ＪＡ等の関係機関の協力を得て、同事業の周知・
活用を図り、農地集積・集約化を進めていきます。

（写真を貼付）

地域資源を活用した製品の発表会を開催【商工観光課】

1月

佐久地域「おいしい信州ふーど(風土)」名人を任命【農政課】

4月
～

農地中間管理事業がスタート【農政課】

１月

南佐久地域で移住体験ツアーを開催【商工観光課】

2月

平成26年（2014年）佐久地方事務所おもなできごと

内　　　　　　　　　　　　　　　容

2月

佐久地方で記録的大雪　【地域政策課・農政課】



月 内　　　　　　　　　　　　　　　容

　平成26年３月からの農政改革の一環で「日本型直接支払」が新たに制度
化されました。
　農地や水路、農道等の農村資源や農村環境を保全するため、地域ぐる
みで行う共同活動を支援する多面的機能支払交付金事業が創設され、管
内でも取組みが開始されました。
　この事業の取組みを通じて、農業・農村の有する多面的機能の維持・発
揮が広範囲で図られることが期待されています。

　平成10年から着手した県営畑地帯総合土地改良事業小諸御牧原地区
において、16年間に及ぶ工事がすべて完了したことから、受益農家で組織
する実行委員会の主催により、竣工記念碑除幕式及び竣工祝賀式典が盛
大に挙行されました。
　式典当日は恵みの雨が降りしきる中で、和田副知事をはじめとする関係
者全員が、長年にわたる苦労と喜びを分かち合いました。

（写真を貼付）

　８月６日に環境の保全に興味を持ってもらうことを目的に小学生を対象と
した「夏休みエコキッズツアー」を豊かな環境づくり佐久地域会議、佐久
市、立科町、自然エネルギー佐久地域協議会、望月少年自然の家と共催
で開催しました。
　自然エネルギーについての学習や佐久市の太陽光発電施設や立科町
の権現の湯の地中熱設備を見学してもらい、自然エネルギーが身近なも
のであることを学習してもらいました。

（写真を貼付）

　佐久地域の美しい星空の周知と観光客増加を目的に、首都圏の方を
ターゲットにしたモニターツアーを開催しました。
　８月の第１回目は女性限定とし、2015年に全線開通80周年を迎える小海
線の特別貸切列車を含む列車の旅を提案。
　11月の第２回目は、東京にオープンした銀座NAGANOをゲートウェイとし
たバスの旅を提案。参加者は、真夏と初冬の野辺山高原で、芝生に寝転
んだ星空鑑賞会や星空イベントの野辺山×宙ガール「手ぶらde星空観賞
会」に参加するなど、東京から一番近い「星空の聖地」でのひと時を満喫い
ただきました。

　平成25年度に「地域発 元気づくり支援金」の交付を受けて実施された事
業のうち、モデル的な優良事例の表彰式及び事例発表会を10月23日に行
いました。
　表彰した事例は、次のとおりです。
　◆知事表彰：岩村田商店街が提供する若者の働く機会を醸成する事業
　　　　　　　　　（岩村田本町商店街振興組合（佐久市））
　　　　　　　　※本事例は、全県の知事表彰の中から３事業が選定された
　　　　　　　　 　「地域発　元気づくり大賞」を受賞しました。
　◆所長表彰：佐久サムライ実行委員会「佐久サムライ第３話 いじめを斬
　　　　　　　　　る！」制作（佐久サムライ実行委員会（佐久市））
　◆所長表彰：佐久穂町の既存近代建築物再考によるまちづくり～景観
　　　　　　　　　保全及び活性化事業（(一社)長野県建築士会佐久支部
　　　　　　　　　（佐久市））
　◆優良事例：観光を基軸にした 交流人口創出プロジェクト（佐久広域
　　　　　　　　　連合）

8月
・

11月

「星空の聖地」モニターツアーを開催【商工観光課】

多面的機能支払交付金事業の取組みがスタート【農地整備課】

4月

小諸御牧原地区　竣工記念碑除幕式及び竣工祝賀式典を挙行【農地整備課】

4月

10月

「地域発 元気づくり支援金」佐久地域優良事例表彰式・事例発表会を開催 【地域政策課】

8月

「夏休みエコキッズツアー」を開催【環境課】



月 内　　　　　　　　　　　　　　　容

　10月４日（５日は悪天候で中止）に家畜改良センター長野支場ふれあい
広場において、　『エコするこころ、科学するこころ』をテーマに、豊かな環
境づくり佐久地域会議と共催で環境フェアを開催しました。
　自然エネルギー関連設備の紹介や電気自動車の展示、また、ソーラー
カーの試乗やマイバッグの作成等全18のブースで設け、約2,400人に来場
いただきました。
　またこれに関連して7月には立科町で、12月には川上村で「環境フェアin
佐久　Jump Out」を実施し、住民の環境に関する理解を深め、レジ袋の削
減、自然エネルギーの導入等に関する啓発を行いました。

　来年11月29日に全線開通80周年を迎える小海線のプレイベントとして
「島田秀平と行く秋の小海線、スイーツ列車」を関係機関とともに開催しま
した。発売から２日でチケットが完売し、その後もキャンセル待ちが出るほ
どの人気企画となりました。絶好の天気にも恵まれ、手相芸人の島田秀平
さんと一緒に小諸から清里までの車内で佐久ケーキ職人の会のみなさん
による特製スイーツを堪能し秋の紅葉を小海線の貸切列車に乗って楽し
みました。

　佐久市と佐久穂町で供用開始をしている広域農道を接続するため計画し
た延長314ｍのトンネル工事を実施しています。
　６月５日からトンネル本体の掘削作業に着手し、163日目の11月14日に
無事貫通を迎えることができ、光が差し込んだ瞬間、会場からは拍手と『万
歳』の声が挙がりました。
　トンネルの完成予定は平成27年12月です。引き続き安全確実な工事を
進めます。

（写真を貼付）

11月20日から21日まで銀座NAGANOにおいて佐久広域連合主催イベント
「伝えたい信州佐久の健康な暮らし」が開催されました。近年注目されてい
る発酵食品の中から昼間は「味噌」、夜は「日本酒」と佐久地域を代表する
２つの食材をテーマにオール佐久のPRが展開されました。発酵食品であ
る２つのアイテムを通して佐久地域の健康の秘密を首都圏の皆さまにPR
しました。

人工林の多くは昭和30年代をピークに植えられており、木材として利用
可能な森林が多くなっています。その反面、30年生以下の森林が極端に
少なく、著しく片寄った林齢構成となっています。このような状況を打開する
ため、国では１ha以下の小規模伐採地に植栽を行う更新伐補助事業をメ
ニューに加えています。

ここ数年、針葉樹合板に強度のあるカラマツ材の利用が進み、その取引
が旺盛となっています。そのような流れの中で、本年度、北相木村と川上
村では村有林において更新伐を導入し、若いカラマツ林の造成の取組み
を始めました。

11月

佐久南部広域農道のトンネルが無事貫通【農地整備課】

通年

次世代に向けたカラマツ造林の取り組み始まる【林務課】

10月

「2014環境フェアin佐久」を開催【環境課】

10月

小海線全線開通80周年記念プレイベントを開催【商工観光課】

11月

銀座NAGANOから佐久地域の健康な暮らしを発信【商工観光課】

北相木村有林では、周り
にあるカラマツの種子を
利用した天然更新を導入


